





























脳J 、「一心一意J 、「自言自語J 、「不知不覚j など、一字目と3字自に同ーの文字が
来る。そして、二字目と四字目が「頭尾J のように逆の意味のもの、あるいは「心J








































「百発百中J 、「百戦百勝J 、 f才子佳人J 、「誠心誠意j 、「赤手空拳J 、
-92 ー
f大器晩成j 、「大義滅親j 、「富国強兵j 、 I各個撃破j 、 n享顔無歯J 、
「虎視晩成J 、「画竜点晴」、「間不容発j 、「驚天動地J 、「鶏犬相関心
f九死一生J 、「急転直下」、「空中楼閣」、 I梁上君子」、「良薬苦ロJ 、
r臨機応変j 、「論功行賞j 、［明哲保身J 、「南船北馬j 、「千箪万場J 、
1「千辛万苦j 、「千言万語j 、「弱肉強食J 、「三位一体l 、「砂上楼閣J 、
「生殺与奪J 、「深謀遠慮、！、「四分五裂J 、「四通八達J 、「速戦速決j 、
「唯我独尊」、「温故知新J 、「夜郎自大J 、「一敗塗地」、「一長一短j 、











いう故事からである。ここの違いは「従j と臥1'J 、「衡J と「横j 。縦という意味では、
















「半死半生J →「半死不活j 、 「不老不死J →「長生不老J
「多情多感j → r多愁善感J 、 「附和雷同J →「随戸附合j








「意気揚々 J →「得意S© 旬、

















































よく使うが、この言葉、中国語の文法に従えば、円 l 71<我田J と場所を示す
「我田j は動詞の後に来るべきで、この点からも和製であることがはっきりす
ると思う。
後、「自業自得J 、「一切合切J 、「無我夢中J なども和製成語である。
(8）中国にかつてあったもの、あるいは意味が変わった成語
. r正.iE堂々 J
くく孫子・軍争〉〉に「無向正正之旗、勿撃堂堂之陣。 J （正正の旗をむかう
るなかれ、堂堂の陣を撃つなかれ）という言葉がある。この成語の出典はこ
こにあると思われる。整然と並んだ軍旗、いかめしく立派な陣立ての意か
ら、軍の陣容が整い勢いの盛んなさまを言う。また、手段や態度が正しく立
派な意味で日本では使われてきた。中国も昔成語として定着したのかもし
れないが、今では使わない。
・「粒粒辛苦」
この言葉は日本語では、物事を成し遂げるために絶えず努力を重ねると
いう意味で使われる。ところが出典は違う。「・・・誰知長中培、粒粒皆辛
苦。 j 世間で日常食べている飯のー粒ー粒はみな農民の汗の結晶であると
いうことを教えてくれた唐代詩人、李紳のくく農会偶れむ詩〉〉で、ある。中国で
はこの詩文のまま「粒粒皆辛苦」のままで使われている。したがって、この成
語は日本でつ意味が変わって定着したものと言えようG
－「是是非非J
「是J は正しい、善い、「非J は悪い、よくないの意。正しいことは正しいと
認め、悪いことは悪いと判定し、すべてについてかたよりのない立場で善悪
を判断すること。「是是非非J という言葉は日本で、はこの意味に使う。とこ
ろが中国ではいつの間にか「正しいもの、間違ったものすべてJ という意味
に転化してしまっている。上にあげた三つのほかに「五里霧中J 、「言語道
断J 、｜一心不乱」などもこの類の成語に属する。
5. 終わり
日本語は便利な言葉があって、外国語を自由に取り入れて自分のものとすることができ
る。日本語の中にカタカナ語が氾濫するのは、もとの国の言葉を日本語にそのまま取り入れた
結果である。現代は横文字の国との交流が盛んなため、こうした現象が見られるが、明治維
新以前はもっぱら中国と交流をしていたので、中国語が日本語として通用していた。そのた
め、成語は中国に起源を持つものが非常に多い。そんなもともと中国のものである成語は日
??? ?
(6)! 
本語の中で少しずつ変わっていく。臼本人自分の成語になってL 1く。
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